



On adult L2 Japanese learners' perception 





































































































































































































































































∬d－＞iQld iQki。＞」遍 ita－＞iQta iQ餓・＞ita
基→T T→基 基→T T→基 基→T T→基 基→T T→基
Jユ　＝20 0 1 0 0 0 0 0 0

















































ita－＞iQ胞 304，014．29 332，619．0 「いった」　「いた」
Q34．62（ユ281）’iQta－＞ita 2675　9．44 252．0214 352；86（25．70）
潔一2・齢発話における子音部の長さの鞠値（C及びQqと蹴轍における境界値の子音部の
　　　　長さの平均値（J1＝日本語ネイティブ・スピーカー及びJ2＝日本語第二言語学習者）（msec）
　　　　表中（）内の数値は標準偏差
　　C
≠高≠獅?@199
　　　J1
iN＝20）
　　　J2
iN富16） 　QC≠高≠獅?@199
聾d－＞iQki U6．018．38 153，720．
iQki－〉面
　　　ノk1
V7．0012．74 ユ06，019．03 94，320．9
　　　1Qk！
P75．8224．35
ita一メiQta 175，014．29 203，619．0
iαa－〉並a
　　　〃
X8．3411．76 ユ50．09．44 135，021．4
　　　1Q》
Q23．2624．49）
ない。表1のとおりノイズは少なくなく、ラベリング
には個人差がある。これらの被験者の日本語が、未だ
に中間的言語（interlanguage）の状態にあるのか、
　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t彼らが本実験では対象にしなかった何らかの別の音声
的手がかり（例えば有促音の子音の前で強まる気息
（aspirate）など）に依存しているのか、または音声
でなく文脈に依存しているのかは本論の実験からは不
明である。この成人第二言語学習者の個人差は、臨界
期というものを越えたところで論を展開しようとする
成人第二言語習得論（adult　second　language
acquisition）の最大の謎のひとつである。
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　本論でいう「第二言語」とは、話者が言語活動の
　際優勢に用いる第一言語（一般に言う「母国語」）
　以外の言語を指す。ここでは、一般に言う「外国
　語」とほぼ同義に用いる。
ii　本論でいう「言語」とは、人間の生得的な言語習
　得装置（1anguage　acquisition　device）で習得さ
　れる内的言語（internalized　language）を指す
V?ー
（Chomsky　1965、1981他）。ここには、言語習得
装置とは独立した一般学習機能によって学習され
る規範文法、レトリック、綴り字に関する知識な・
どは含まれない。
（4）ではわかり易さを旨として、IPA表記でな
くヘボン式ローマ字表記を用いた。なお、長音
（「一」で表記される長い音）は、便宜上ここでは
母音扱いした。
「いき」→「いっき」シリーズ：tob　＝　O．696＜tcv
＝2．040（df＝・31，α＝O．（）5）；「いっき」→「いき」
シリーズ：tob　＝　O．210＜tcv　＝　2．040（df＝31，　a＝
0．05）；「いた」→「いった」シリーズ：tob＝
0．626＜tcv＝2．040（df　＝　31，　a　＝　O．OS）；「いった」
→「いた」シリーズ：tob＝0．350＜tcv　＝・　2．038
（df　＝　32，α＝O．05）．
一174一
